
近畿農政局
 デジタル消費者の部屋

知ってる？日本の食料事情
～日本の食料自給率、食料・農業・農村基本法の検証

などについて紹介～

令和6年６月10日（月）

～ 6月19日（水）

東山区役所 1階「展示ホール」

R6.6.10～6.19展示データ

テーマ

展示期間

開催場所



知ってる？日本の食料事情①
食料自給率の基本的考え方



知ってる？日本の食料事情②
カロリーベースと生産額ベースの食料自給率(令和４年度)



知ってる？日本の食料事情③
食料自給率の長期的推移



知ってる？日本の食料事情④
我が国と諸外国の食料自給率(試算)



知ってる？日本の食料事情⑤
供給カロリーの国別構成(試算)令和４年度



知ってる？日本の食料事情⑥
食料消費額の国別構成(試算)令和４年度



食料自給率目標の達成に向け、様々な施策を実施しています。

水田を活用した新産地の形成や加工・業務用野菜の生産拡大、機械化一貫体系や環境制御技術の導入等を通じた生産性
の向上、摂取量の拡大

省力樹形や機械化作業体系の導入等を通じた労働生産性の向上、海外の規制・ニーズに対応した生産・出荷体制の構築

国内産小麦・大豆の需要拡大に向けた品質向上と安定供給、耐病性・加工適性等に優れた新品種の開発導入の推進、団地
化・ブロックローテーションの推進、排水対策の更なる強化やスマート農業の活用による生産性の向上

小麦・大豆

野菜

果実

性判別技術や牛舎の空きスペースも活用した増頭推進、
中小・家族経営も含めた生産性向上・規模拡大、繁殖雌牛などの増頭推進

畜産物

（目標）（小麦）76万トン（H30）→108万トン（R12）
（目標）（大豆）21万トン（H30）→34万トン（R12）

（目標） 1,131万トン（H30）→1,301万トン（R12）

（目標） 283万トン（H30）→308万トン（R12）

（目標） （生乳）728万トン（H30）→780万トン（R12）
（目標） （牛肉）33万トン（H30）→40万トン（R12）

需
要
面
の
施
策

（
品
目
横
断
的
施
策
）

生
産
面
の
施
策

１．担い手への農地集積・集約化の加速化
２．放牧など多様な農地利用による農地保全

１．加工・業務用需要への対応
２．諸外国の規制やニーズに対応できるグローバル産地づくり

国内外の需要の変化に対応した国内農業の生産基盤の強化

１．担い手の育成・確保
２．中小・家族経営など多様な経営体による地域の下支えや農業支援サービスの定着

輸出阻害要因の解消等による輸出環境の整備（例：輸出先国との協議の加速化）

海外への商流構築、プロモーションの促進（例：日本産食材サポーター店等の拡大・活用）

官民協働による新たな国民運動、食料の安定供給リスクの情報発信

食品産業との連携、農業と食品産業の安定的な取引関係の確立

食育、地産地消、和食文化の保護・継承の推進（例：「日本型食生活」の実践推進）

（
品
目
別
施
策
）

生
産
面
の
施
策

消費者、食品産業事業者等による積極的な国産農産物の消費拡大

農林水産物・食品の輸出促進

知ってる？日本の食料事情⑦
食料自給率の達成に向けて（その１）



食と環境を支える農業・農村への国民の理解と共感・支持を得つつ、国産の農林水産物の積極的な選択といった具体的な行動変容に結びつくよう、若者（Z
世代）を重点ターゲットとした官民協働による国民運動として「食から日本を考える。ニッポンフードシフト」を展開しています。

コラム● 食料の安定供給に向けて

「食から日本を考える。」動画はこちら

食料の安定供給に向けて⑥

「食から日本を考える。」アニメーション動画の発信

ニッポンフードシフトのwebサイトでは、以下の内容のアニメーション動画を発信し、日本の食と農のつながりの変化について解説

1960年代と比べ、日本人のライフスタイルは大きく変化、食生活も多様化（肉や油の消費が増える一方、米の消費は減少など）

日本は少子高齢化が進む一方、世界の人口は今後も増加し、世界の食市場は2030年には1360兆円まで拡大が見込まれてい

る。そのため、日本の農林水産業の発展のため、輸出の拡大が重要

地球温暖化の影響による気候変動等に直面する現在、持続可能な発展は世界的な課題であり、日本でも持続可能な食料システムの

構築のため、「みどりの食料システム戦略」を策定、2050年までのカーボンニュートラル達成を目指す（化学肥料・農薬の低減、

堆肥のペレット化など）

ロボット技術、AIやICTの活用により、生産性の向上を実現するとともに、化学肥料・化学農薬、燃料の使用削減によって、

持続可能な食料生産にも貢献

農林水産業も食品関連産業も、いま大きく変わろうとしており、その変化を方向付け、リードするのは、私たち消費者の選択です。

食事から自分自身の「食」の未来について考えてみませんか。

○「食」のこれまでとこれから

○広がる世界の食市場

○持続可能な食料生産

○スマート農業

○未来の選択

知ってる？日本の食料事情⑧
食料自給率の達成に向けて（その２）



、

～「食料・農業・農村基本法」の見直しを行っています～

世界人口の増加や食料生産の不安定化によって、いつでも、安く、食料が手に入る時代ではなくなる⁉

見直しの４つの方向性

４.農村・農業に関わる人を増やし、農村や農業インフラを維持

１.皆さんに食料を届ける力の強化

２.次世代へつなぐ、環境にやさしい農業・食品産業への転換

３.新たな技術も活用した、生産性の高い農業経営

○農業者、非農業者にかかわらず、新たな就業機会を確保するための取り組みを進めます。
〇農業インフラについて、ICT導入やDXの取組等による作業の効率化を進めます。

○用排水路などを管理しやすいものに整備し、保全管理しやすくするよう取り組みます。
○人手不足な状況においても、農業者以外の参画を促進し、農業インフラを地域全体で維持管理していく取組を進めます。

農村を元気にするために何ができる？農村の地域社会が維持できなくなる⁉

農業生産を維持するためにどうする？ 20年後には農業者が現在の1/4程度になる⁉

将来にわたって農業・食品産業を持続するために必要なことは？

食料・農業・農村基本法ホー
ムページ

知ってる？日本の食料事情⑨









○ 農林水産省では、新たな国民運動「食から日本を考える。ニッポンフードシフト」として、次の世代を担う「Z世代」を対象と

して情報の発信を行っています。
○ 食や農業の課題に関する教育や研究のみならず、人材育成や社会人教育などの多面的な機能を持つ大学の存在は、国
内の農業・農村を維持し次世代に継承していくためにも欠かせない存在であり、近畿農政局では令和3年度に京都芸術大
学、京都精華大学、龍谷大学、令和４年度には羽衣国際大学と包括的連携協力に関する協定を締結いたしました。

大学との連携協定調印式の様子

大学と農林水産省地方農政局との連携推進について

現地研修会の様子

令和５年６月９日(金)
亀岡市立学校給食センターでの
現地研修（京都芸術大学）

令和4年3月11日京都精華大学

令和4年3月29日龍谷大学

令和3年1０月27日京都芸術大学

令和4年12月16日羽衣国際大学

令和５年６月16日(金)
かたもとオーガニックファーム
での現地研修
（京都芸術大学）

令和５年６月９日(金)
（株）ライフコーポレーションでの
現地研修（京都芸術大学）

令和５年６月23日(金)
滋賀県立湖南農業高校
での現地研修（京都芸術大学）



YouTubeで近畿の魅力 発信中

「となりの近畿」滋賀県で知事特製のふなずしを食べてきた！
～琵琶湖より愛をこめて～

（お問い合わせ） 075-414-9037 企画調整室

住所：〒602-8054
京都市上京区西洞院通下長者町下る丁子風呂町
電話：075-451-9161 (代表）

近畿農政局
こちらのページから
ご覧いただけます→



〇【令和6年6月10日(月) ～ 6月19日(水) 東山区役所 1階「展示ホール」 での展示の様子】
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